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2021 年 7 月吉日 

 

聞き書き甲子園 20 周年記念企画 

全国の図書館での「聞き書き」展示イベント実施について 

 

聞き書き甲子園実行委員会 

 

拝啓 夏至の候、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。  

さて、当実行委員会では、全国の高校生が森・川・海の名人を訪ね、その知恵や技術、さらには人生その

ものを聞き書きする「聞き書き甲子園」を毎年開催しております。本年、同甲子園が 20 周年を迎えるに

あたり、人と人、人と自然、世代と世代をつなぐことを目的に、各地域と連携した展示イベント等の実施

を計画しております。 

つきましては、さまざまな世代が集い、楽しみ、学ぶことができる全国の図書館にも、是非、同企画にご

協力を賜りたくお願い申し上げる次第です。 

ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、ご配意のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

            敬具 

１． 企画趣旨 

聞き書き甲子園は、毎年、全国の高校生が、森・川・海の名人を訪ね、その知恵や技術、さらには人

生そのものを「聞き書き」し、記録・発信する活動です。 

農林水産省、文部科学省、環境省、国土緑化推進機構と当団体で構成する実行委員会が主催し、本年

度、第 20 回開催を迎えました。 

これまでに参加した高校生は約 1800 人。彼らは、生き方も価値観も大きく違う名人を自分に重ねな

がら、違いの先にある背景や思いを想像して、一つの作品を仕上げています。 

20 周年を迎えるにあたり、都内では９月下旬に展示イベント等を予定しております。さらに地方在

住の皆様にも「聞き書き」の世界を追体験して頂けるような機会を提供できればと考え、貴図書館

にご協力をお願いする次第です。 

昨今、コロナ禍において社会は分断し、孤立が深まっています。本協働企画の実施により、人と人、

人と自然、世代と世代をつなぐ「想像力」や、それぞれにとっての幸せや豊かさを考える「場」を提

供できれば幸いです。 

 

 

２． ご提案内容 

20 周年を記念し、本年９月 14～26 日まで都内ギャラリーにおいて、展示イベント等を当実行委員

会が主催し、開催いたします。その後、10 月以降の日程で、貴図書館において、下記いずれかを組

み合わせて実施いただきたく、ご検討のほどお願い申し上げます。  

 

①パネル展示    ②映画「森聞き」上映会の開催 

③講演やトークイベントの開催  ④聞き書きに関連したワークショップの実施 



2 

 

［実施例］ 

①パネル展示 

聞き書き甲子園の概要や、高校生がまとめた聞き書き作品のパネル展示を行い、地域ごとに特色の

ある「生活文化」や「なりわい」を、貴図書館に所蔵されている資料や関連書籍と共に発信し、これ

からの生き方、働き方について考える場を提供する。 

 

※聞き書き甲子園の講師である作家・塩野米松氏は、全国各地を旅して職人や漁師の聞き書きを行い、伝

統文化・技術の記録に精力的に取り組んでおられます。代表作に「木のいのち 木のこころ－天・地・人

－」（新潮文庫）等。 

 

②映画「森聞き」上映会 

聞き書き甲子園のドキュメンタリー映画の無料上映会を企画し、来場者に「聞き書き」（対話）によ

る高校生と名人との出会いや、両者の心の交流を追体験してもらうとともに、「聞き書き」を通して

農山村と都市、あるいは世代と世代がつながる可能性を感じる場を提供する。 

 

※映画「森聞き」は、聞き書き甲子園に参加した４組の高校生と名人を描くドキュメンタリー映画です。

登場する高校生たちは、現代の生き難さや未来への不安を、山村に暮らす名人たちとの出会いを通して、

乗り越えようとしていきます。監督は、数々の優れたドキュメンタリー番組を制作し、初監督作『ひめゆ

り』が文化記録映画大賞を受賞した柴田昌平氏。フィンランドでは有名なアカペラ・ボーカルアンサンブ

ル、RAJATON（ラヤトン）の歌声が全編くを彩ります。 

制作：プロダクションエイシア 上映時間：50 分（2011 年に製作した本編の短縮版） 

受賞：平成 23 年 児童福祉文化賞／日本映画ペンクラブ（文化映画部門）第 3 位 

フィンランド国際青少年映画祭正式招待 

 

③講演やトークイベントの開催 

聞き書き甲子園の講師を務める作家の塩野米松氏、あるいは実行委員長を務める渋澤寿一（当 NPO

理事長／渋澤栄一の曾孫にあたる）の講演や、聞き書き甲子園に参加した経験のある若者、あるい

は地域の名人等を招いたトークイベントを開催し、「聞き書き」の意義や手法について改めて学ぶと

ともに、「聞き書き」を通して得られる成長や、価値観の変化等について聞く場を提供する。 

 

④聞き書きに関連したワークショップの開催 

小・中学生や高校生、あるいは一般市民を対象に「聞き書き」を追体験できるワークショップを企画

し、各自にとっての「だいじなもの」をみつけ、未来へとつなぐ場を提供する。 

 

※たとえば、各地域の「名人」を発掘し、その半生を「聞き書き」する。 

参加者全員で地域を歩いて、見て、話を聞き、「だいじなもの」をマップにまとめる等。 
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３． ご提供できるもの 

①展示パネル 

聞き書き甲子園の概要や高校生の作品等を紹介する展示パネルを無料で貸出します。 

（パネルのサイズや枚数等、詳細は後日ご相談させてください。送料は事務局が負担します） 

 

 ②映画「森聞き」（短編） 

  DVD（あるいはブルーレイディスク）を無料貸出します。 

 （ただし、無料での上映に限って貸出いたします。上映に必要な機材等は別途ご準備ください） 

 

 ③講師 

聞き書き甲子園に関わるゲスト（聞き書き甲子園講師・実行委員長・スタッフ・聞き書き甲子園卒 

業生等）の派遣をご希望される場合、ゲストとの調整を事務局が行います。 

（謝金は不要です。講師自宅より会場までの旅費につきましては別途ご負担ください） 

 

 ④関連書籍 

   展示用に聞き書き甲子園の関連書籍や冊子（高校生がまとめた聞き書き作品集等）を無料貸出しま

す。購入を希望される場合は、別途、事務局までお問い合わせください。 

 

 ⑤その他 

 聞き書きワークショップやトークイベント等を企画、予定される場合は、必要に応じて事務局より 

アイデアをご提案いたします。また、開催にあたり、広報周知にご協力いたします。 

 

４． ご協力に関するご回答について 

・ご協力の可否につきましては、８月末までに別紙回答票にてご連絡ください。 

・実施期間は 2021 年 10 月～2022 年 3 月末までを想定しております。 

他の期間をご希望の場合には、その旨、回答票にご記入ください。 

・貴図書館における企画内容と実施期間の目安、会場の候補を併せてご連絡ください。 

・ご回答頂いた後に、オンラインでお打合せをさせていただき、詳細をご相談させてください。 

・なお、誠に恐縮ですが、多数の図書館よりご協力の申し出があります場合には、先着順で 10 施設 

を上限に申し込みを締め切らせて頂く予定です。 

 

５． お問い合わせ先 

聞き書き甲子園実行委員会事務局（NPO 法人共存の森ネットワーク内） 担当：峯川 

TEL：03-6432-6580 携帯：050-5363-4362 

e-mail：contact@kikigaki.net 

※テレワーク実施中につき、お電話の際は上記携帯までご連絡をお願い致します 

※聞き書き甲子園の詳細につきましては、下記サイトをご確認ください。 

 https://www.kikigaki.net/ 


